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　　　　鯉5醇宙醗委員会（定鵬謝
　　　　　　　議事　要　旨

日時　　昭和’52年9月」4日㈱　午後2時～4時

四所　　宇宙開発委員会会議室’

譲題　　静止気象衛星（GMS）の打上げ結果について

資籾　　　　　　　　　　　　　　脅
委23－1　第22回宇宙囲発委員会（建例会議）議事要旨

委2き「2静止気象鯉「ひまわ．り」の打上げ及び一跡管

　　　　　　制結果の概要

出席者

宇宙醗委員会委賑代珪　　網島　毅
　　　”．委員∫㌦、・吉識雅，夫
　　　”　・、”　．　　ご　八藤東禧
　　　”　　〃・　＼　　・斎藤成文
説明者

一宇宙開発事業古義理事長　　　　　　　5松　浦　陽　恵

　気象庁気象衛星センター所長　　　　　小・平　信　彦

関係省庁職員等　　　・　　　　、．　　　　　　　　　’

　科学技術庁研究調整局長　　　　　　　園　山　重　道

　　　〃　　長官官房参事官　　　　　　佐．伯　宗　治

儲産縮機械瀦産鶏猿　　燭上瓦幸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：角田）
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　　　気象庁総務部長

　　　海上保安庁総務部長

　　　郵政省電波監理局審議官

　　　建設省大臣官房技術参事官

　　　気象庁総務部

　　　　　〃

　　　郵政省電波監理局

　　　宇宙轡騨ステう謙．

　　　　　〃　　　　　　　　　’　　　　　〃

　　摯務局

　　科学技術庁研究調整局宇宙企画謙長

　　　　　”　　　　　　　宇宙開発課長

6．議事要旨

（1）前回議事要旨

　　た・．．，　　　　1　　　　・　1

高　井　重　寿

　（μ　3高谷）

鈴．木　　　…登

　（〃　：佐藤）

門’ c　　　博

　（〃　3九里）

北　野　　　：章

　（〃　・馬場）

矢　田　　　昭

高橋　　昭’
‘金　子　和『臣

平　蜂　睦　弘

上　田　義　矩

渡　辺　和　夫

　　　　　　　　　＼
伊　藤　栄　一・

雨　村　博　光他

・第2掴宇醐発襯会．（定例会議）議事錯が欄きれ

（2）静止気象衛星（G・MS）の打上げ結果についで

　　字宙開発事業団の松浦陽恵副理事長及び気象庁気象衛星セ

ンタ吻拝信彦所跡ら資料委25－2雌ついて説脇．

　行われたのち、以下の質疑応答ボ行われたb
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欄痛星のスピ踊の傾きの騰はコンピュータで補正できる

　　のか。

’小平：傾きが一定ならば、理論的にはできる。’

吉識：傾きは変化しているのか。　　　　　　’

松浦：今のところはほとんど変化していない。

網島：気象庁としては補正しなくても気象業務に差し支え．ないか。

小平：いずれは補正が必要と考えでいる。
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委2塩一2頴

静止気象衛星（GMS）の打上げ結果

の評価について（案）

．昭和52年9月21日
宇宙開発委員・会
　　’決　　定

　静止気象衛星（GMS）の打上げ結果を葬価す為ため、汝によ’

り調査審議を行うもめとする。

t轄醗事押が行った「翫気象衛星（GMS）の打上げ
及び追跡管制ゆ綜を舗するために必闘技世事弊つ

　いて調：査審議を行う。

2　－1の調i奪蕃議は技術部会において行い、昭和5ρ年12月末

　までに終えることを目途とする。’
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